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難民にもやさしい国に

難民条約締結６０周年（1951年）
難民条約加入３０周年（1981年）

２０１１年６月２６日

世界難民の日関西集会

難民とは？
人種・宗教・国籍もしくは特定の社会的集団の構
成員であること、または政治的意見を理由に迫
害を受けるか、その恐れがあるため国外におり、
国籍国の保護を受けられない者、またはそれを
望まない者 （難民条約第1条）

世界の難民

2009年の難民

UNHCR統計より

• 難民又は同等の支援が必要な人

１０３９６６００人

• 難民申請者

９８３４００人

日本は第２位

日本が難民条約に加入して
３０周年！

• 難民申請数 約１万人
（9887人 ）

• 難民認定数は約６００人
（577人 ）

• 難民不認定数は約8000人
（7993人）

• 2008年からは毎年１０００人以上が申請

• 低い認定率 2009年 アメリカ ５９％
イギリス ２２％
日本 ２％

2010年主要国認定数
UNHCR資料より作成
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日本の難民認定の問題点

• A難民認定基準の偏り

• B参与委員制度の欠陥

（中立性、公平性の欠如）

• C立証の機会を奪う難民申請者の収容

• D入管の判断に追従するだけの裁判所

•

国際人権機関からの日本への勧告

• 2007年 「拷問等禁止委員会」

• 2008年「自由権委員会」

• 2009年「人種差別撤廃委員会」

<<主な勧告主な勧告>>
＊難民認定の再審査をする独立した機関の欠如

＊法的救済手段の不十分さ

＊入管施設内での不十分な医療措置 etc.
→改善するよう勧告

難民の入管への長期収容

• 2009年11月で約300人の難民が入管に収容。

• 1年以上の長期者も多数。再収容も。

• 東日本では2010年2月と4月に自殺者。

• 2010年3月西日本入管ではハンスト。（80名）

• 2010年5月東日本入管ではハンスト（40名）

• 2011年４月名古屋入管でハンスト

• 各地で「仮方免者の会」の結成

私たちの支援

難民

シェルター
（みんなの家）

日常生活
（みんなの家協議会）

生活資金
（難民事業本部）

食料援助
（セカンドハーベスト）

日本語
教室

仮放免、生活資金
（関西難民支援基金）

その他の援助
EX、食料、衣類、自転車、炊飯器、冷蔵庫・・・

（支援者、近所の方々など）

難民認定、裁判援助
（翻訳、弁護士など）

医療
（・行旅病人及行旅死亡人取扱法

・地方自治体や民間での

外国人緊急医療費救済制度など）

収容中
の難民

関西面会ネット

仮放免

早急な改善を！

＊難民申請者保護がない。

難民の収容、生活保障がない。

（特に申請中の就労を認めていない）

＊認定基準や裁判でUNHCRの難民保護の

ガイドライン（ハンドブック）が採用されていない。

難民にもやさしい国目指して

＊一人ひとりが出来る事・・・
難民の話を聞こう。入管への面会、
支援基金へカンパ。裁判の傍聴、
翻訳、生活支援など

＊大学、企業では 仕事や難民の教育を
＊自治体や地域でできる事・・・

公的な生活支援策を
住宅、日本語教育、生活保障など

＊国が出来る事・・・
難民保護の立場にたった法律などの改正を！


